
南宇和高校PTAを取材しました。

住民とともに歩む議会を目指して

議会
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一般質問、議員研修結果報告 p4‐6
あいなんBOOKピクニック（本屋遠足）事業 p7
お知らせ、 編集後記 p8

二次元コード
を読み取って
ご覧ください。

町ホームページで
過去の紙面も

ご覧いただけます。
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　今回の会議では、「わが子のために、そして地域の未来
のために」という保護者の皆さんの真剣な思いがたくさん
語られました。学校、保護者、地域、そして議会が手を取
り合い、南宇和高校をもっと魅力ある学校にし
ていく――その第一歩となるよう、私たち議会
も皆さんの声をしっかりと受け止め、今後の活
動に生かしていきます。

南宇和高校魅力化会議
保護者の方たちの　  を聞く

　南宇和高校の魅力化について保護者の方た
ちの声を聞く「南宇和高校魅力化会議」を７
月 11 日に行いました。会議は、議会だよりを
担当する委員会で企画し、南宇和高校の保護
者６人が参加してくれました。
　温かい雰囲気の中で活発な意見交換が行わ
れ、保護者の皆さんの率直な思いや願いが多
く寄せられました。会議で出されたご意見は、
町民の皆さんと共有し、まちづくりに役立て
ていきたいと思います。その中から、保護者
の皆さんのご意見をいくつかご紹介します。

声

孝野 覚也さん  久能 忠和さん  竹田 夏美さん 

中野 静枝さん  瀧口 さやかさん  梁瀬 誠一郎さん 

こうの かくや　　　　　　　　　 ただかず　　　　 　　　　 なつみ

  　　　　しずえ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    せいいちろう

子どもたちの学びの場について (叶夢センター )

農業科の魅力とこれからへの期待

地域とのつながりをもっと

部活動についての不安と願い

　うちの子は１年生の頃から
叶夢センターを利用していま
すが、静かに勉強できる環境
が あってとても良いと言っ
ています。年上の生徒が多く
て最初は緊張したようです
が、すぐに慣れて、自分のペ
ースで学べる場として活用で
きているようです。

　地元の魅力を子どもたち自身が知らないま
ま卒業してしまうのはもったいないです。海 
の幸や山の恵みなど、愛南町には誇れるもの
がたくさんあるので、授業や体験の
中でそれを知る機会がもっとあれば
いいなと思います。

　地域の人たちにも “何か手伝えることがあれ
ば” という気持ちのある方は多いと思います。
先生方だけに任せるのではなくて、保護者や地
域の大人も関われるような仕組みがあ 
ると、子どもたちにとっても良い経験
になるんじゃないでしょうか。

　生徒数が減るとともに部活の数が減って、
やりたいことができない子もいるのが現実で
す。顧問の先生の負担も大きいと思うので、
外部のコーチの力を借りるなど、地
域と協力して子どもたちの “やりた
い” を叶えていけたらいいですね。

　バレーやサッカーなど、町内で活動している大
人のクラブと一緒に練習している子もいます。で
も、それが“部活動”として正式に認められないの
はもったいないなと感じます。 子どもた
ちの頑張りがちゃんと評価されるような
仕組みがあればと思います。

　進路指導も丁寧にしていた
だいているようで、“この大学
に行きたいならこういう準備 
をしようね” と具体的に教えて
もらえるのが心強いです。高
校３年生になってから進路を
決める子が多い中、もっと早
くから考えられるような仕組
みがあれば子どもた
ちの負担も減るのか
なと感じました。

　授業も楽しく取り組めて
いるようで、参観したとき
には先生方がとても丁寧に
教えてくださっていて安心
しました。タブレットを使っ
た授業にも取り組んでいて、
私たちが高校生だった頃と
比べるとずいぶん変わった
なあと感心してい
ます。

　高校を卒業したけれど大学に入れな
かった子が母校で１年～２年無料で勉
強できる高校が他県にはあるようで、
子も親も負担が減り助かる。魅力化に
つながるのでは？

　お菓子やソース作りな
ど加工の専門家に指導に
入ってもらえれば、より
良い商品開発につながる
のでは？

　高校生が作ったものを町
内でもっと販売することに
より、地域のつながりや高
校生のスキルアップにつな
がるのでは？

　農業科に進んだうちの子は、“実
習が面白い！” とよく話してくれ
ます。実際に育てたり加工したり、
手を動かして学べるのが楽しいみ
たいです。昔いた先生が生徒に自
由に発想して試行錯誤させてくれ
る授業をしていて、その
頃は活動がとても充実し
ていたと聞きました。

　今は加工品がジャムだけ
になってしまったのがちょ
っと残念。パンやお菓子な
どもっといろんな加工がで
きるようになると、子ども
たちの学びも広がるし、地
域の魅力発信にも
つながると思いま
す。

　せっかくいろんな特産品が
ある町なので、農業科の名前
や内容を今どきの言葉にアレ
ンジして、町外からも〝ここ
で学びたい〟と思って来てく
れるようにできたら面白いん
じゃないかと思い
ます。

　農 業科と地域振興部
が連 携できたらより活
発な 活動につながり、
それ が魅力化につなが
るの ではないか？

ご協力あ
りがとう

ございま
した

南宇和高校ＰＴＡの皆さん

その他の
意見

 （会議内での発言）
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一
般
質
問

 6月 
議会

「
そ
こ
が
聞
き
た
い
」

５
名
の
議
員
が
一
般
質
問

各
議
員
が
、
第
一
次
産
業
の
振
興
や
防
災
、
教

育
等
の
町
政
の
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

問
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設

準
備
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
問
う

答
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年
度
の
開
設

を
目
指
し
て
い
た
が
、
必
要
な
機
能

の
確
保
と
円
滑
な
運
営
の
た
め
、
関

係
機
関
を
含
め
た
一
層
の
確
認
が
必

要
と
判
断
し
、
令
和
７
年
度
の
開
設

を
見
送
り
、
現
在
あ
る
資
源
や
体
制

を
生
か
し
た
設
置
を
目
指
し
て
開
設

場
所
も
含
め
て
協
議
を
し
、
令
和
８

年
度
中
の
開
設
を
目
指
す
。

問
小
中
学
校
で
毎
年
行
っ
て
い
る
貧

血
検
査
だ
け
の
目
的
の
採
血
検
査
に

つ
い
て
、
費
用
対
効
果
、
保
護
者
へ

の
説
明
・
同
意
可
否
確
認
の
有
無
に

つ
い
て

答
費
用
対
効
果
は
高
い
と
考
え
て
い

る
。
今
後
は
保
護
者
へ
の
説
明
と
と

も
に
同
意
書
で
の
確
認
を
す
る
。

問
校
区
外
通
学
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運

用
・
校
区
に
つ
い
て

答
現
在
変
更
の
予
定
は
な
い
が
、
教

育
委
員
会
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
件
に
つ

い
て
協
議
を
し
て
い
く
。

問
米
の
安
定
供
給
の
た
め
、
生
産
者

と
消
費
者
双
方
を
守
る
た
め
の
対
策

は
？

答
現
況
を
調
査
す
る
。
未
利
用
の
農

業
機
械
な
ど
を
農
業
者
に
提
供
で
き

る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

問
真
珠
養
殖
産
業
、
新
規
就
業
・
後

継
者
支
援
は
？

答
真
珠
関
連
の
経
済
状
況
は
お
お
む

ね
好
調
に
推
移
し
て
い
る
。
後
継
者

等
支
援
は
関
係
団
体
と
相
談
し
て
可

能
で
あ
れ
ば
進
め
た
い
。

問
ご
み
減
量
の
取
り
組
み
は
？

答
生
ご
み
の
再
資
源
化
を
含
め
今
後

検
討
す
る
。
家
具
な
ど
の
粗
大
ご
み

は
住
民
が
無
償
で
持
ち
帰
れ
る
取
り

組
み
を
考
え
る
。

問
災
害
関
連
死
に
つ
い
て
問
う

答
災
害
関
連
死
の
リ
ス
ク
を
抑
制
す

る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
避
難
所
運
営

対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
審
査
会

の
設
置
・
条
例
等
の
整
備
を
早
急
に

実
施
し
、
平
時
よ
り
委
員
を
委
嘱
し

て
審
査
体
制
を
整
え
る
。

問
大
規
模
災
害
時
の
復
旧
・
復
興
に

つ
い
て
問
う

答
地
域
の
現
状
・
課
題
に
応
じ
た
改

修
・
改
良
工
事
等
の
事
業
計
画
を
検

討
し
、
事
業
者
の
能
力
維
持
の
た
め

の
支
援
及
び
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
の
防
災
・
減
災
対
策
の
強

化
に
取
り
組
む
。

岡　雄次

Oka  
Yuji

金繁　典子

Kaneshige
N�iko

山本　美佐

Yamamoto
Misa

池田　栄次

Ikeda
Eiji

二次元コードを読み取ると一般質問の動画が視聴できます。
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一
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問

石川　秀夫

Ishikawa
Hideo
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問
愛
南
町
の
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い

て答
産
直
や
直
販
の
活
用
に
よ
り
、
生

産
者
と
消
費
者
を
つ
な
ぐ
仕
組
み
づ

く
り
に
取
り
組
む
。

問
令
和
７
年
度
当
初
予
算
の
総
額

18
億
円
の
委
託
料
の
今
後
の
施
策
と

取
り
組
み
に
つ
い
て

答
引
き
続
き
、
町
内
業
者
を
優
先
す

る
考
え
方
に
よ
り
、
適
切
な
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
を
活
用
し
て
い
く
。

問
愛
南
町
の
今
後
の
農
業
政
策
に
つ

い
て

答
研
修
や
支
援
制
度
を
活
用
し
、
新

規
就
農
者
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
機

械
化
に
よ
る
省
力
を
図
り
、
持
続
可

能
な
農
業
を
推
進
す
る
。

就
学
前
の
児
童
を
対

象
に
通
所
に
よ
る
（
児

童
発
達
支
援
）
を
提
供

し
つ
つ
、
広
く
地
域
の

障
害
児
や
そ
の
家
族
を

対
象
と
し
た
相
談
援
助

や
、
障
害
児
を
預
か
る

施
設
へ
の
援
助
、
助
言

（
保
育
所
等
訪
問
支
援
）

の
機
能
を
併
せ
持
つ
地

域
に
お
け
る
障
害
児
支

援
の
中
核
的
な
相
談
機

関
で
す
。

児童発達支援
センターとは？

議員研修結果報告① 5/23 愛南町議会議員研修会

　愛南町議会では、議員の質と能
力

の向上を図るため、計画的に研修
を

行っています。

　さる５月23日、役場本庁議員
協

議会室にて、議員改選後の初めて
の

研修として、全国町村議会議長会
議

事調査部の平野誠参与を講師に
迎

え、「議会の権限と議員の役割」「
議

会の個人情報の保護」をテーマと
し

た研修会を開催しました。

　平野氏は、川崎市議会事務局で
長年にわたり議会の事務に携わっ

てこられた経験

も含め、議会の仕組み等について
分かりやすく説明され、議員とし

ての基礎知識の

向上に資する研修となりました。

　今後も町民から信頼される品格
と存在感のある議会を実現するた

め、日々の研さ

んに努めてまいります。

まこと



本屋遠足事業が新たに

愛南町の新たな読書推進事業

　愛南町では、子どもたちに読書の楽しさを体験してもらうための新たな取り組みとして、「あ
いなん BOOK ピクニック（本屋遠足）」事業を開始します。本事業は、児童・生徒が総合的
な学習の時間等を利用して書店を訪れ、自分で本を選び購入することで読書への関心を高め、
学習意欲の向上を図ることを目的としています。
　この取り組みを実現するため、６月議会定例会において補正予算を審議し、議決しました。
町の教育環境向上の一環として、本屋遠足事業が正式に予算措置されることとなり、子ども
たちへの支援が本格的にスタートします。

補正予算の概要と事業内容

　議決した補正予算の中には、本屋遠足事業の実施費用として約 201万円が計上されました。
その内訳は以下のとおりです。
・ 書籍購入補助（図書カード費用）：約 182万円
・バスの運行費用：約 19万円
　対象となるのは町内の約 910名の児童・生徒で、総合的な学習の時間等を利用し、学校（学
級）単位で書店を訪れ本を購入し、読書の楽しさを体験できるよう工夫されています。

財源と支援の輪の広がり

　本事業は、「ふるさと寄附金」を活用して実施されるため、町の財政負担を軽減しつつ、子
どもたちに貴重な学びの場を提供できます。全国からの温かい支援によって実現したこの事
業は、単なる読書活動にとどまらず、地域の書店を訪れる機会を創出し、子どもたちが本と
触れ合う習慣を身につけることを目指しています。

今後の取り組みへの議会の期待

　本事業は継続的に実施する予定で、毎年約200万円の予算を確保しながら、事業の効果測
定や改善を進めていく予定です。また、町内の書店との連携を強化することで、地域全体の
読書文化の発展にも貢献することが期待されます。さらに、愛南町観
光親善大使である作家・早見和真氏との連携が検討されている点につ
いても、本事業の魅力を一層高め、子どもたちの読書意欲を喚起する
有効な取り組みとして、議会として前向きに評価しております。
　この事業を通じて、子どもたちが読書に親しむ習慣を身につけ、愛
南町の教育環境がより豊かなものとなることを強く願っております。
加えて、地域文化の発展や書店の活性化につながる好循環が生まれる
ことを、議会としても引き続き支援・注視していきます。

スタート!
６月議会定例会で補正予算を議決

かずまさ

議員研修結果報告② 6/23 ハラスメント防止研修
　さる６月23日、役場本庁大会議
室にて、令和７年第２回愛南町議会
議員研修会を開催しました。この研
修は、NPO法人こころ塾の中原未
知生氏を講師に、男女共同参画の観
点からハラスメントを防止するため
のものであり、今後も本町議会議員
のハラスメントに対する意識の向上
に努めてまいります。
　ハラスメントとは、個人の尊厳や
人格を不当に傷つける許されない行為です。近年、地方議会におけるハラスメント
が問題となっておりますが、これを対岸の火事と捉えるのではなく、他山の石と捉え、
より良い議会へと歩みを進めていく必要があると考えています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 み

ち　お

議員研修結果報告③
8/8 県議長会「町議会

議員研修会」

　8 月 8 日、松山市
で町議会議員研

修会が開催され、本
町議会から12

人が参加しました。
この研修会は、

議員の資質向上と議
会活動の活性化

を目的に、愛媛県町
村議会議長会が

毎年主催しています
。

　今回は「議会が行
うべき予算・決

算審議について」と
「自治体議員の

コンプライアンス」
をテーマに講演

が行われました。

　特に予算・決算審
議においては、「事前

検証」としての予算
審議、「事後検証」と

しての決算審議など
、議会自らが検証を

行う重要性を再認識
しました。今後は、

総

合計画や課題、住民
ニーズとの整合性を

丁寧に確認しながら
審議に臨みたいと考

え

ます。
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本屋遠足事業が新たに

愛南町の新たな読書推進事業

　愛南町では、子どもたちに読書の楽しさを体験してもらうための新たな取り組みとして、「あ
いなん BOOK ピクニック（本屋遠足）」事業を開始します。本事業は、児童・生徒が総合的
な学習の時間等を利用して書店を訪れ、自分で本を選び購入することで読書への関心を高め、
学習意欲の向上を図ることを目的としています。
　この取り組みを実現するため、６月議会定例会において補正予算を審議し、議決しました。
町の教育環境向上の一環として、本屋遠足事業が正式に予算措置されることとなり、子ども
たちへの支援が本格的にスタートします。

補正予算の概要と事業内容

　議決した補正予算の中には、本屋遠足事業の実施費用として約 201万円が計上されました。
その内訳は以下のとおりです。
・ 書籍購入補助（図書カード費用）：約 182万円
・バスの運行費用：約 19万円
　対象となるのは町内の約 910名の児童・生徒で、総合的な学習の時間等を利用し、学校（学
級）単位で書店を訪れ本を購入し、読書の楽しさを体験できるよう工夫されています。

財源と支援の輪の広がり

　本事業は、「ふるさと寄附金」を活用して実施されるため、町の財政負担を軽減しつつ、子
どもたちに貴重な学びの場を提供できます。全国からの温かい支援によって実現したこの事
業は、単なる読書活動にとどまらず、地域の書店を訪れる機会を創出し、子どもたちが本と
触れ合う習慣を身につけることを目指しています。

今後の取り組みへの議会の期待

　本事業は継続的に実施する予定で、毎年約200万円の予算を確保しながら、事業の効果測
定や改善を進めていく予定です。また、町内の書店との連携を強化することで、地域全体の
読書文化の発展にも貢献することが期待されます。さらに、愛南町観
光親善大使である作家・早見和真氏との連携が検討されている点につ
いても、本事業の魅力を一層高め、子どもたちの読書意欲を喚起する
有効な取り組みとして、議会として前向きに評価しております。
　この事業を通じて、子どもたちが読書に親しむ習慣を身につけ、愛
南町の教育環境がより豊かなものとなることを強く願っております。
加えて、地域文化の発展や書店の活性化につながる好循環が生まれる
ことを、議会としても引き続き支援・注視していきます。

読書文化の発展にも貢献することが期待されます。さらに、愛南町観
光親善大使である作家・早見和真氏との連携が検討されている点につ
いても、本事業の魅力を一層高め、子どもたちの読書意欲を喚起する

　この事業を通じて、子どもたちが読書に親しむ習慣を身につけ、愛
南町の教育環境がより豊かなものとなることを強く願っております。
加えて、地域文化の発展や書店の活性化につながる好循環が生まれる

スタート!
６月議会定例会で補正予算を議決

かずまさ
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記後集編

議会の本会議や委員会を傍聴することができます。
本会議（定例会及び臨時会）の傍聴

委員会の傍聴

今後の予定

　特集「南宇和高校の魅力化」、いかがでした
か？この企画は、住民に集まっていただいて、
一つのテーマについてたっぷりと語り合い、町
の活性化につなげようというものです。今後も
続けていく予定で、語り合うテーマを募集して
います。テーマがありましたらぜひ議会までご
連絡ください。

 gikai@town.ainan.ehime.jp

テーマ募集

　議会の活動状況を報告し、町政全般について町
民と意見交換を行う「議会報告・意見交換会」を
開催します。10月に開催が決定した分は次のとお
りです。お住まいの地域に限らずどなたでもご参
加いただけますので、ぜひお越しください。

※実施方法など、詳しくは町ホームページに掲載します。

 【日時・場所】
10月22日(水)18:30〜  DE・あ・い・21
10月28日(火)18:30〜  一本松山村開発センター

～ご意見をお聞かせください～
「議会報告・意見交換会」を開催します

あいなん議会だより　2025.9　第３号
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[編 集] 議会広報特別委員会　TEL 0895-72-7320 ／ FAX 0895-72-1883

金
繁

典
子

山
本

美
佐

嘉
喜
山

茂

尾
崎

惠
一

岡
　
　
雄
次

田
中

純
樹

『
議
会
だ
よ
り
』
を
読
ん
で
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

気
づ
け
ば
も
う
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年
度
も
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あ
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間
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地
点
で

す
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り
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す
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）

 「議会だより」第３号、
 いかがでしたか？

皆さんの声を聴かせて！

　皆さんのなぜ？あれはどうなった
の？これをしてほしい etc…。
　小さな声を集めて、大きな声にす
るのが、私たち議会の仕事です。町
民の皆さんからの「声」をお待ちして
います。二次元コードからどうぞ！

　傍聴人受付票に住所・氏名を記入し、議場の傍聴
席で傍聴してください。
　また、本会議は専用サイト（愛媛
CATV）でインターネット中継を行
っています。

　傍聴人受付票に住所・氏名を記入し、各委員会が
開催される会議室で傍聴してください。

・正式には議会運営委員会で協議の上、本会議で決定します。
・本会議の開催日は町ホームページに掲載します。

皆さんの声は
こちらまで▶

編集委員会メンバーのご紹介

や
る
気

満
々
！

においでください！傍聴

愛媛CATV

9月3日㈬〜12日㈮
9 月定例会




